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濃厚溶液.に就ての考察
(其の一)水 溶液の蒸氣歴 と濃度
横 田 泰 三.
一般に不揶發性溶質よりなる溶液の蒸氣壓は其の純溶媒のそれよりも減少する
ものであるが,此の蒸氣壓降下 と溶液の濃度との闊係に就ては既にRaeUlt・vantt
り をコ ぬ ゆ
Hoffの法則がある。Poyn偵ng,Traube,Lowery,Ca}lender等は何れ も粗以た
る考を以て,帥 ち溶液の蒸氣壓の降下は溶液中に於ける溶質の妨害作用に因るも
のに して 一(溶 質分子が溶媒分子に結び付き其の自山を妨げ不活性にすると考
へて)一 純溶媒と溶液との蒸氣壓の比は夫々,其 の溶傑の溶貿 と紬び付かざる
白山分子の數の比に等 しとの偃定の下に 何れ もRaoulto式と略相似たる結果
ゆ
を得てゐる。此の問題1ζ開 しては共の他にも數多の人kltthつて各毬の研究學詮
が發表 されてゐるが是等は荷れ も稀蘇沸液及び稍濃厚なる溶液に於てのみ當嵌 る
ものにて一殻に濃厚なる溶液に於ては 殆ど意義なき樣 であ る。D・Bancroft及
ゆ
びH.1]aVisは共の理由として分子量は液體 と氣骸とre於て其の値を異にするに
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飽 和水溶 液 の蒸氣壓 と濃 度 との關係.
著者は曩に發表 したマンニツトの濃厚氷溶液の蒸氣壓測定の結果を以て溶液の
蘇 騨 卞と其・激 と嬾 係顔 囃Uち 期 飽和蔽 蹴 て盤 嘸 縣









蜘 砿pは 夫タ純騾1容 液の蒸氣壓。N,nは夫々溶液中の純溶媒,溶
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(效にPは 蒸氣壓oLは 分子蒸發熱o"1,v:は夫x液 皚,氣胆のモルの容
稜を表はす。)





含 まれたるxモ ルの溶質を析出 し,jの純溶媒が蒸發 し,更に其の蒸氣壓n。か













































な る場 合 を考 へ る と
lnp=一x十kOnsあ
此 の 式 にx=Oと 置 け ばlonp。=konSt,故に
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即 ちRaeultの 式 を得 る 。 故 にRaoultり 法 則 の 當 嵌 る 樣 な 稀 薄 溶 液 に 封.し「::は
式(3)は 吹 の 様 に な る 。
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即 ち マan'tHoff-Le・cbaterierの式 と一致t'る。
然れ ど も一般 に濃厚溶液に於てはRioUltの式 は 當嵌 らす 。 且 ヌ,從 來 この
毟i多の値鯏 肌 なカの輝 め・眦 の式(・)蠏く・とが賺 なかつfe。nd
・畍 效・濃厚溶灘 就て曙 欝 の難 櫞 を以匕 定瀬 鯲 け♂ 穿 の.
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に し濃度の減少すると共にkと 乱 との値が漸次相近づき,穢麟容液に至つて途
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なる關係が破立 して濃度の減少と共に 恥 の{直は減少 し11LiSつく。
諮 りに本考察を鐸すに當 り御1懇篤なる御指導並に御校開を賜つた堀場教授1こ深
厚なる蒋.謝を表 します。
昭和七年一月
京郁帝國大學物理化學斑究室に於て。
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